
樋門等施設点検データベースシステムの概要

【現在】
Excelのマクロ機能を活用した点検結果PDFの参照のみ
→点検結果がデータとして蓄積されていないため、点検結果を施設
維持管理に活用できていない

PDF

X

点検様式

【今後】
クラウドサービスを活用し、点検結果をデータとして蓄積し
→健全度や劣化進行度等をデータとして蓄積し、蓄積したデータを
施設維持管理に有効活用できる

樋門等施設点検
データベースシステム点検様式のインポート

によるデータ登録

点検結果の確認

健全度の傾向把握

データの管理

データ利活用
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【樋門等施設点検データベースシステムとは】
樋門・樋管施設の点検結果をデータとして蓄積し、施設維持管理を支援するシステム

【樋門等施設点検データベースシステムの機能】
データの登録データの登録 ：様式のインポートによるデータ（施設情報、点検結果、補修工事情報）の登録

：データ（施設情報、点検結果、補修工事情報）の一覧表示、地図表示

：健全度・劣化進行度の集計、グラフ表示

データの検索・閲覧データの検索・閲覧

データの可視化データの可視化



樋門等施設点検データベースシステムの概要
【樋門等施設点検データベースシステムの特徴】
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点検

診断

評価

予防保全
･補修

• 事前準備
• 現地点検

• 過去の点検データと比較
• 劣化原因の推定

• 健全度評価

• 補修計画立案
• 河川維持管理計画へ反映 • 予防保全・補修工事の実施

樋門・樋管のサイクル型維持管理 概念図

事務所管理施設の健全度をグラフ
表示・出力できるため、補修計画・
河川維持管理計画の根拠資料と
して活用できる

樋門等施設点検
データベースシステム

樋門・樋管のサイクル型維持管理における各段階のデータを管理・蓄積し、
蓄積したデータを活用して、サイクル型維持管理を実施できる

東北独自で実施している健全度
の7段階評価を管理・蓄積できる

点検結果をデータとして蓄積できるため、
経年変化に伴う点検結果の変移や前
回点検との比較が容易である

前回の点検結果がシステ
ムに登録されているため、
事前準備に活用できる

Webシステムでスマホやタブレ
ットからでも操作できるため、
現地点検時に前回の点検
結果の詳細を参照できる

点検結果だけでなく補修工事情
報もあわて管理できるため、事前に
補修工事実施施設を把握できる

サイクル型維持管理の中心に樋門等
施設点検データベースがあるイメージ



データの利活用① データの登録

既存点検結果の収集、確認
施設諸元情報の確認（点検前）
補修工事実施状況の把握
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関連施設等
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備考

その他の場合
（構造形式3)

名称

①

その他の場合
（構造形式3)

構造形式2㎢

上流

右岸

能力

右岸

下流

16.725

14.835計画高水位

概
要

左岸

無 高潮区間 無
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及
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元
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箇
所
の
河
川
諸
元

ポンプ

護岸延長

設置台数

感潮区間

廃止・
撤去 　

下流または右岸から の各構造体諸元等

緯度 40.72458333 経度 140.4169444 施設

種別
コード

構　造　諸　元　等

河川・地形
(氾濫規模)

手動装置開閉時間 10

無

レベルA 被害額

想定津波設定年月

10 その他の場合
（構造形式3)

径間長
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所

⑤市町村を介さず民間企業及び個人委託 その他

無

現況堤防高

13.34

その他付属施設

左岸

計画高水敷高

計画堤防高

計画高水流量

最大揚水量 形式

高水低水

構造

3800

名称 構造形式1

構造形式2

名称 その他の場合

敷高

構造形式1

扉面積

その他

の場合

14.900

㎥/s

可搬式開閉装置

浸水(耐水)対策

堤内地盤高

計画の低水路の平均
河床高

現況最深河床高

1980

15.821

上屋・構造

扉総面積

左岸

管理橋

日完成年月日 年 2

幡龍橋

扉門数

本体構造

杭基礎

操作水位
（操作水深）

計画最大排水量
又は取水量

堤外水位
（水深）

月

12.2

敷高

1.1

0.3

函体全長

有

具体目的（その他の場合）

排水面積
又は灌漑面積

排水

基準（又は参照）
水位観測所名

幅員

遮水工

13.2

剛構造

③

基準不適合箇所の有無

農地人口

津波対策施設

土地
利用

無
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その他
の場合

有

無

電力(ケーブル)二重化
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有
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構造形式4（巻上等）
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幅（扉等純径間）

制定
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その他の場合

（構造形式3)

径間長
②

基準高

調査年月

H22.26.42

読み だいばち かわだいいち はいすい ひかん 市区町村

岩木川 弘前市

岩木川水系名
都道府県

名称
所在地

支川名 旧大蜂川

大蜂川第一排水樋管

施設

種別
名称

樋門・樋管

位置

管理者 国土交通省 東北地方整備局

2013年8月5日
整理
番号

2070-0025
記入

年月日
事務所 青森河川国道事務所

種別

直河管

個人
操作

委託者

藤崎出張所出張所

04
地先名

青森県 連絡先0.2河川名 三和

幅（扉等純径間） 扉面積
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の場合
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（構造形式3)
構造形式4（巻上等）

敷高

改築予定年 その他特記事項

構造形式4（巻上等）

扉高 幅（扉等純径間）

大規模

手動開閉装置

右岸

函体種別

社会
影響度

2013

使用目的

操作規則

予備門扉（角落とし含む） 完成年月日

備考

農地等

径間長

備考
氾濫区域

内人口

構造形式1
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敷高
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構造形式4（巻上等）

扉高

その他の場合1号ゲート

構造形式3（動力）フラップゲート その他の場合

その他の場合

その他
の場合

扉面積 0.3

その他の場合

構造形式1

その他の場合 構造形式3（動力）

構造形式3（動力）

予備門扉（角落とし含む） 完成年月日

敷高 扉高 幅（扉等純径間）

名称

構造形式4（巻上等）

扉面積

その他
の場合

構造形式3（動力）
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予備門扉（角落とし含む） 完成年月日

構造形式1

その他の場合

完成年月日

構造形式3（動力）

扉高

その他の場合

＜04樋門・樋管＞台帳入力欄

施設カルテ

点検結果

データの利活用②

詳細な点検結果の確認
→現場で気になった箇所の詳細

を参照

X

点検結果ファイルの登録

データの編集

点検結果や施設諸元情報の修正
→現場で気づいたデータの誤り
（位置情報がずれている等）を修正

【樋門等施設点検データベースシステムの活用イメージ】
■点検業務受注者の場合
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影響度
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＜04樋門・樋管＞台帳入力欄

施設カルテ

点検結果

■施設管理者（事務所職員、本局職員、技術事務所職員）の場合
データの利活用（事務所職員）データの登録

施設カルテファイルの登録
補修工事情報の登録

（年度初めを想定）

点検結果や施設諸元情報、補修
工事情報等の確認
事務所管理施設の健全度・劣化
進行度の傾向を把握

データの利活用
（本局、技術事務所職員）

東北地整管内の健全度・劣化進行
度の傾向を把握
各事務所管理施設の健全度・劣化
進行度の傾向を把握

データの管理

施設情報の管理
ユーザ情報の管理

（年度初めを想定）

点検前 点検時 点検後

X

点検前 点検時 点検後
点検前 点検時 点検後

点検前 点検時 点検後
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